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本
庄
市
戦
没
者
追
悼
式

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
戦
没
さ
れ

た
本
市
関
係
の
方
々
を
追
悼
し
、

併
せ
て
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、
本
庄
市
戦
没
者
追
悼
式
を
行

い
ま
す
。

日
時　
10
月
17
日
㈭　
午
後
1
時

30
分
～

会
場　
本
庄
市
民
文
化
会
館

★
地
域
福
祉
課
☎
25-

１
１
２
７

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時　
10
月
24
日
㈭　
午
前
10
時

～
11
時
15
分
、
午
後
０
時
30
分

～
４
時

場
所　
本
庄
市
役
所

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方

※
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方
は
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
に
献
血
を
し

た
こ
と
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
類　
全
血(

４
０
０
ml
・
２
０

０
ml)

※
４
０
０
ml
採
血
の
基
準
を
満
た

し
て
い
る
方
は
、
４
０
０
ml
献
血

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
２
０

０
ml
献
血
に
つ
き
ま
し
て
は
、
必

要
量
が
集
ま
り
次
第
、
終
了
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会
を

同
時
実
施
〉

対
象　
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
方

★
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
24-

２
０
０
３

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

率
等
調
査
結
果

　
設
置
が
義
務
付
け
さ
れ
て
い
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
、

６
月
１
日
時
点
で
の
全
国
調
査
結

果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
置
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

早
期
の
取
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
全
国　
設
置
率
82
・
３
％
、
条

例
適
合
率
67
・
９
％

○
埼
玉
県　
設
置
率
77
・
５
％
、

条
例
適
合
率
65
・
２
％

○
本
庄
市
・
児
玉
郡　
設
置
率
52

％
、
条
例
適
合
率
43
％

※
「
条
例
適
合
率
」
と
は
、
市
町

村
の
火
災
予
防
条
例
で
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
住
宅
の
部
分

全
て
に
設
置
さ
れ
て
い
る
世
帯
の

全
世
帯
に
占
め
る
割
合
で
す
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

課
☎
24-
８
３
９
２

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

★広報課☎25-１１５５

 市長コラム
   しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25-

１
１
５
５

本庄市長

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

２
０
２
０
年
版
「
埼
玉
県
民

手
帳
」
を
販
売

サ
イ
ズ　
大
型
（
14
㎝
×
９
㎝
）

色　
２
種
類
（
黒
・
グ
レ
イ
ッ
シ

ュ
ブ
ル
ー
）

価
格　
５
５
０
円
（
税
込
み
）

販
売
期
間　
10
月
11
日
㈮
～
12
月

13
日
㈮
（
完
売
次
第
終
了
）

販
売
場
所　
企
画
課
（
市
役
所
３

階
）、
支
所
総
務
課
（
ア
ス
ピ

ア
こ
だ
ま
内
）

★
企
画
課
☎
25-

１
１
５
７
、
支

所
総
務
課
☎
72-

１
３
３
２

「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
に

よ
る
援
護
金
申
請
を
受
け
付

け
ま
す

　
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
の

中
か
ら
、
生
活
困
難
の
た
め
に
支

援
を
要
す
る
世
帯
に
対
し
て
援
護

金
を
交
付
し
ま
す
。
援
護
金
を
希

望
す
る
場
合
は
申
請
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
世

帯
全
員
が
市
県
民
税
非
課
税
で

次
の
①
又
は
②
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
世
帯
（
生
活
保
護
世

帯
及
び
施
設
等
の
入
居
者
を
除

く
）

①
障
害
者
手
帳
（
身
体
1
・
2
級
、

療
育
Ⓐ
・
Ａ
・
Ｂ
、
精
神
1
・

2
級
）
を
お
持
ち
の
方
の
い
る

世
帯

②
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
申
込　
11
月
15
日
㈮
ま
で
の
午
前

8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）
に

申
請
書
（
9
月
15
日
発
行
の
社

協
だ
よ
り
、
又
は
本
庄
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
生
活
自
立
支
援

課
［
市
役
所
1
階
］
で
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
又
は

直
接
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
持
参

※
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で

郵
送
さ
れ
る
方
は
手
帳
の
コ
ピ
ー

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
に

持
参
す
る
方
は
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

郵
送
先　
〒
３
６
７-

０
０
５
２

　
本
庄
市
銀
座
１-

１-

１

　
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

※
援
護
金
の
交
付
決
定
は
、
審
査

の
う
え
決
定
し
ま
す
。

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
24-

２
７
５
５

空
き
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
市
民
の
生
活
環
境
の

保
持
の
た
め
、空
き
地
の
所
有
者・

管
理
者
に
雑
草
や
枯
れ
草
、
廃
棄

物
な
ど
を
放
置
し
な
い
よ
う
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
空
き
地
の
管
理
不
全
の

苦
情
が
市
に
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
空
き
地
の
所
有
者
・
管

理
者
は
、
日
頃
か
ら
次
の
項
目
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
と
な
ら
な
い
よ
う
に
日
頃
の
管

理
を
適
切
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
草
木
が
伸
び
た
り
、
害
虫
な
ど

が
発
生
し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

②
立
ち
木
が
伸
び
過
ぎ
て
近
隣
の

方
の
迷
惑
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？

③
無
断
駐
車
や
ご
み
の
投
棄
を
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

★
環
境
推
進
課
☎
25-

１
１
７

３
、
支
所
環
境
産
業
課
☎
72-

１
３
３
４

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施

　
市
で
は
、
10
月
１
日
㈫
か
ら
31

日
㈭
ま
で
、
放
置
自
転
車
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
路
上
な
ど
に
放
置
さ
れ
た
自
転

車
は
、
歩
行
者
や
他
の
車
両
の
通

行
を
妨
げ
、
交
通
事
故
の
原
因
や

非
常
時
の
緊
急
活
動
の
妨
害
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
暮
ら
し
や
す
く
安
全

な
街
に
す
る
た
め
に
、
自
転
車
は

必
ず
自
転
車
駐
車
場
等
の
適
切
な

場
所
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
限
ら
ず
、

駅
周
辺
や
路
上
な
ど
の
公
共
の
場

所
に
自
転
車
及
び
原
動
機
付
自
転

車
を
放
置
し
た
場
合
は
、
条
例
の

規
定
に
よ
り
撤
去
し
ま
す
。

★
環
境
推
進
課
☎
25-

１
１
７
３
、

支
所
環
境
産
業
課
☎
72-

１
３

３
４

小
平
市
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集

　
小
平
市
民
農
園
で
は
、
野
菜
や

花
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
栽
培
や

収
穫
の
喜
び
を
体
感
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

場
所　
児
玉
町
小
平
地
内

対
象　
市
内
在
住
者

区
画
数　
11
区
画
（
先
着
順
）

※
１
区
画
約
50
㎡
。

費
用　
１
区
画　
年
間
２
５
０
０

円
（
月
割
あ
り
）

申
込　
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
支
所
環
境
産
業
課

☎
72-

１
３
３
４

空き家・空き地の問題について
　昭和の時代、にぎやかだった全国の都市の市街地では、
平成になってシャッターを閉めたままの店舗が目立つよ
うになり、平成が終わった今では、路地はおろか、表通
りにおいても老朽化した空き家・空き店舗、草が生い茂
る空き地が目立つようになりました。一方、農山村でも
過疎化が進む中、早くからこの問題は指摘されてきたと
ころです。
　本庄市も例外ではなく、「どうしてこんなひどい状態
が放置されているのだろう」と、まちなかを歩いている
とため息が出るような朽ち果てた建物、草ぼうぼうの空
き地が少なくありません。
　多くの市民の皆さまから「何とかならないのか」とい
う声をいただきます。行政としてもこの状態が良いとは
決して思っておりません。市では平成25年に条例を制定
し、空き家対策に取り組んでまいりました。本年も、約
574万円の予算を計上して空き家除却の補助金の交付や、
所有者への注意をうながしております。
　「行政がもっとどんどん壊せないのか」という声もい
ただきます。それは簡単にはできません。民間の所有で
すから所有者が解体なり草刈りなどの環境維持をしなけ

ればなりません。行政はそれを「うながす」ことはで
きても、簡単にペナルティをかけたり、さらに踏み込
んで除却したりすることはとても困難です。
　近年国会でもこの問題が取り上げられ、特定された
空き家の固定資産税の優遇除外や、また自治体が所有
者に代わって空き家を除却し、その費用を所有者に請
求できる、という法律ができました。本庄市もこの法
律に基づいて、実際に一歩踏み出すため、来年度に向
けて市の計画を策定中です。しかし、朽ち果てている
とはいえ個人の資産に手をかけるのですから、計画策
定についても、策定後の取り組みも、大変な手間と労
力がかかります。場合によっては財産権の侵害とも言
われかねず、また所有者が不明、さらには相続が発生
し権利関係が錯そうしているケースは更に困難です。
しかしここは一歩踏み出して行かねばなりません。
　個人の権利に伴う「義務の履行」について、改めて
私たちが強く意識しなければならない時が来た、そう
私は感じております。空き家・空き地の対策に、自治
体として特効薬はありませんが地道に取り組んでまい
ります。


